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中
国
の「
反
日
」を
考
え
る

　
四
月
二
日
か
ら
約
二
週
間
、
中
国
の
い
く
つ
か
の
都

市
で
か
な
り
の
規
模
の
「
反
日
」
デ
モ
が
あ
り
、
テ
レ

ビ
に
は
連
日
「
愛
国
無
罪
」
を
楯
に
破
壊
行
為
に
走
る

若
者
の
姿
が
写
し
だ
さ
れ
て
い
た
。
彼
等
を
見
て
い
て

想
い
出
し
た
の
は
、
文
革
期
の
権
力
闘
争
の
中
で
「
造

反
有
理
」（
造
反
に
も
道
理
が
あ
る
）
を
叫
ん
で
い
た

学
生
達
の
映
像
で
あ
る
。

　
中
国
政
府
は
社
会
の
根
底
に
あ
る
諸
要
因
に
は
触
れ

る
こ
と
も
な
く
「
す
べ
て
の
責
任
は
日
本
政
府
に
あ

る
」
と
し
て
、
例
の
と
お
り
強
硬
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ

た
が
、
ど
う
も
釈
然
と
し
な
い
。
一
連
の
デ
モ
が
政
府

容
認
の
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
か
ろ
う
。

　
今
回
の
デ
モ
の
根
本
的
要
因
は
「
歴
史
問
題
」
と
さ

れ
る
が
、
靖
国
参
拝
や
歴
史
教
科
書
問
題
で
日
本
政
府

の
姿
勢
が
大
き
く
変
っ
た
事
実
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、

デ
モ
の
本
当
の
狙
い
は
日
本
の
安
保
理
常
任
理
事
国
入

り
阻
止
に
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う

か
。
四
月
一
二
日
の

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
の

温
家
宝
総
理
の
談
話

や
一
三
日
付
『
経
済

日
報
』
の
「
日
本
の

常
任
理
事
国
入
り
に

は
幾
重
も
の
障
害
が

あ
る
」
と
い
う
国
連

担
当
記
者
の
記
事
な

ど
に
は
、
国
際
世
論

に
訴
え
て
日
本
を
阻

止
し
よ
う
と
い
う
中
国
政
府
の
意
図
が
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
。

　
中
国
政
府
に
よ
る
デ
モ
の
鎮
静
化
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

の
日
中
首
脳
会
談
を
経
て
、
日
中
関
係
は
辛
う
じ
て
小

康
状
態
を
保
っ
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
気
掛
り
な
の
は

次
代
を
担
う
若
者
層
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
反
日
」
と

「
嫌
中
」
で
あ
る
。

　
先
ず
、
日
本
政
府
は
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
靖
国
問

題
に
決
着
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
歴
史
教

科
書
に
お
け
る
近
隣
条
項
に
も
十
分
配
慮
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
網
羅
的
な
日
本
の
教
科
書
が
悪
い
と
は
言
え

な
い
が
、
授
業
が
年
代
順
に
進
め
ら
れ
る
た
め
最
後
に

来
る
昭
和
史
は
ど
う
し
て
も
駆
け
抜
け
る
よ
う
な
恰
好

に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
も
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　
次
に
中
国
歴
史
教
科
書
の
日
本
に
関
す
る
部
分
に
つ

い
て
一
言
。
清
末
か
ら
日
本
の
敗
戦
ま
で
が
異
常
に
詳

し
く
、
そ
こ
に
は
平
和
憲
法
下
で
国
際
貢
献
（
対
中
経

済
協
力
を
含
む
）
を
し
て
き
た
戦
後
日
本
の
姿
が
な

い
。
従
っ
て
若
者
達
は
残
虐
な
日
本
兵
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
通
し
て
日
本
の
現
状
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史

認
識
の
薄
い
日
本
の
若
者
と
特
殊
な
フ
ィ
ル
タ
ー
越
し

に
日
本
を
眺
め
て
い
る
中
国
の
若
者
、
こ
の
ま
ま
で
は

将
来
の
日
中
関
係
は
お
寒
い
限
り
で
あ
る
。
日
中
両
国

政
府
に
猛
省
を
促
し
た
い
。

　
最
後
に
、
日
本
の
若
者
に
一
言
。
諸
君
は
日
本
の
過

去
に
卑
屈
に
な
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
日
本
の
近
隣
諸

国
侵
略
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
正
確
に
理
解
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
「
狭
隘
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
却
っ

て
国
を
危
く
す
る
」
と
い
う
教
訓
を
胸
に
隣
人
と
の
友

好
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
小
林
熙
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

アジア の窓

タ
バ
コ
工
場
で
は
六
〇
〇
〇
人
雇
用
を
目
標
と
す
る
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
企
業
も
が
北
朝
鮮
側
と
共
同
で
交
通
輸
送
、

木
材
加
工
、
水
産
物
加
工
、
農
業
開
発
、
飲
食
業
、
貿

易
、
観
光
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
筆
者
の
友

人
が
経
営
し
て
い
る
延
辺
の
貿
易
会
社
で
は
、
二
〇
〇

三
年
一
〇
月
か
ら
、
北
朝
鮮
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
と

共
同
出
資
で
北
朝
鮮
の
鉄
鉱
を
合
弁
開
発
、
昨
年
に
は

鉄
鋼
粉
約
五
〇
万
ト
ン
を
輸
入
し
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
の

利
益
を
上
げ
、
同
時
に
輸
出
額
は
一
八
三
一
万
ド
ル
で
、

輸
出
入
総
額
は
三
八
三
一
万
ド
ル
と
な
り
、
本
来
目
標

を
遥
か
に
上
回
っ
た
。
同
貿
易
会
社
で
は
、
今
年
の
輸

出
入
総
額
目
標
を
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
設
定
し
て
い
る
。

　
一
方
、
北
朝
鮮
と
貿
易
を
し
て
い
る
人
々
の
話
に
よ

る
と
、
貿
易
決
裁
方
式
も
こ
れ
ま
で
と
著
し
く
変
化
し

て
き
て
お
り
「
国
境
貿
易
、
物
物
交
易
、
現
金
貿
易
、

一
般
貿
易
、
加
工
貿
易
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
等
が
併
存
す

る
多
元
化
、
多
次
元
的
貿
易
構
図
」
を
見
せ
て
い
る
。

　
延
辺
経
済
貿
易
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、
現
在
、

四
六
の
北
朝
鮮
企
業
あ
る
い
は
事
務
所
が
延
辺
朝
鮮
族

自
治
州
に
進
出
し
対
中
国
貿
易
を
推
進
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
吉
林
省
、
北
京
市
を
合
わ
せ
れ
ば

中
国
に
進
出
し
て
い
る
北
朝
鮮
企
業
或
い
は
事
務
所
は

既
に
一
〇
〇
社
を
超
え
て
い
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
北
朝
鮮
は
経
済
改
善
措
置

以
後
、
か
な
り
の
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
、
外
国
か
ら

の
投
資
を
誘
致
し
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
、
と
り

わ
け
、
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
、
設
備
の
老
朽
化
、
伝
統
的

な
意
識
観
念
か
ら
の
未
脱
皮
、
官
僚
主
義
の
蔓
延
等
の

諸
問
題
を
北
朝
鮮
が
積
極
的
に
改
善
し
な
け
れ
ば
、
外

国
か
ら
の
投
資
に
も
い
ず
れ
限
界
が
訪
れ
る
も
の
と
考

え
る
。
（
リ  

コ
ナ
ン
・
ア
ジ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
）


